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Sound field visualization and analysis by acousto-optic sensing

光学的音響計測による音の可視化と解析

光を使って音を見る

どんな研究
音は水面の波紋のように空気中を波として伝わりますが、音が伝搬する様子を直接観察することはできません。
本研究では、光技術を用いて音の波を高精細に可視化することで、音がどのように発生しどのように伝わるの
かといった、音の性質を詳しく解析する技術を実現します。

どこが凄い
一般的なマイクロホンによる音の観測では、マイクロホンが置かれた位置の音の波形を測ります。一方、本研
究では光学技術と高速カメラを用いることで、音の波を動画像として捉えます。さらに深層学習による音場画
像雑音除去技術を提案し、高精度な音の可視化を実現しました。

めざす未来
音はわたしたちの生活に身近な存在ですが、理想的な「音」とは何か、どう評価すればよいのかなど、未解決
な研究課題が多数残されています。われわれは光を用いた新しい音の観測技術の研究を通して、音に関する科
学研究やモノづくりに貢献し、快適な音環境の創出をめざします。
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